
国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

2015年1月10日（土）10：30開会式

参加費：500 円
受け付け・桜田門　10：00 ～

毎月第二水曜
 (2 月は１８日に変更 )

初 回 無 料
要申込

国 労 東 京
法 律 相 談

国労東京新春マラソン大会

皇居１周・２周

各地区本部・支部への申し込みを

青
年
部
が
交
流
会
開
催

職
場
実
態
を
意
見
交
換

海
づ
り
大
会

　
　歓
声
続
々
と

in
東京湾

大宮　7月29日

八王子　8月27日

神奈川　11月22日
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東
京
地
方
本
部
は
毎
年
恒
例
の
海
づ
り
大

会
を
、
一
一
月
八
日
に
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
七
時
に
川
崎
市
の
浜
川
崎
駅

に
近
い
船
宿
「
つ
り
幸
」
に
集
合
し
す
ぐ
出

船
。
一
一
月
で
天
候
も
曇
り
と
あ
っ
て
少
し

肌
寒
か
っ
た
が
、
波
も
穏
や
か
で
釣
り
日
和

だ
っ
た
。
工
業
地
帯
の
間
を
抜
け
、
横
浜
ベ

イ
ブ
リ
ッ
ジ
周
辺
や
本
牧
埠
頭
周
辺
、
磯
子

沖
な
ど
こ
ん
な
近
く
で
釣
れ
る
の
？
と
い
う
よ

う
な
所
を
、
何
度
か
場
所
を
変
え
な
が
ら
一
五

時
頃
ま
で
釣
り
は
続
い
た
。
沢
山
の
ア
ジ
に
混

じ
り
、
カ
サ
ゴ
や
サ
バ
も
か
か
り
、
そ
の
度
に

歓
声
が
沸
い
た
。

　
優
勝
は
最
も
大
き
い
ア
ジ
を
釣
っ
た
有
里
正

一
さ
ん
（
大
崎
駅
）、
準
優
勝
は
植
田
隆
一
さ

ん
（
御
徒
町
駅
）
と
な
っ
た
。

1 2 月 5 日

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

懇
親
会
で
は
盛
大
に
乾
杯
を
し
て
、
青
年
部

同
士
和
気
あ
い
あ
い
と
貴
重
な
時
間
を
共
に
過
ご

し
、
団
結
を
固
め
あ
っ
た
。
今
後
も
青
年
部
は
、

学
習
と
交
流
を
進
め
、
組
織
拡
大
を
目
指
し
活
動

し
て
い
く
の
で
、
協
力
を
お
願
い
す
る
。

東
京
地
方
本
部
青
年
部
は
、
一
一
月
二
二

日
、
神
奈
川
地
区
本
部
会
議
室
に
お
い
て
、

神
奈
川
地
区
青
年
部
交
流
会
を
開
催
し
た
。

今
年
の
七
月
よ
り
青
年
部
同
士
の
顔
合

わ
せ
と
交
流
を
目
的
と
し
て
大
宮
地
区
本

部
、
八
王
子
地
区
本
部
と
開
催
し
、
今
回
で

三
回
目
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

神
奈
川
地
区
本
部
交
流
会
で
は
貨
物
問

題
や
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
労
働
条
件
・
正

社
員
登
用
試
験
な
ど
の
話
題
が
中
心
と
な

り
、
職
場
の
状
況
や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
た
。

参
加
し
た
青
年
部
員
か
ら
は
「
同
じ
地

区
の
青
年
部
員
同
士
で
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
心
強
く
感
じ
た
」
と
い
う

準優勝　植田さん優勝　有里さん



戦
争
を
さ
せ
な
い
！

九
条
を
壊
す
な
！

将
来
も
安
心
し
て
働
け
る
制
度
を

　
　
国
鉄
年
金
の
改
善
を
要
求

　
　
　
　
鉄
道
退
職
者
の
会

 

交
運
労
協

国労加入呼びかけポスターと２０１5春闘標語

どちらも1月末日まで（ポスターはA４サイズ）

たくさんの作品お待ちしております。

ポスター・標語募集中！
国労加入呼びかけポスターと２０１5春闘標語

守
れ
日
本
の

　
交
通
産
業

総
決
起
集
会

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種 目：回転・大回転 

参加費 : 14,000円   

（１泊２食 ・リフト券付） 

※交通費・昼食は自己負担になります

お申し込みは、各地区本部・支部まで

 
 

開催日 20１５年 ２月 １７日（火）～ 

１８日（水） 

場  所 湯沢パークスキー場 
「越後湯沢駅」から送迎バスがあります

 
 

【主催】 国鉄労働組合 東京地方本部 

お問い合わせ  公衆 03-3806-9261  ＪＲ 054-2535 

大会日程 

１７日 １１：００ 受 付（ロビー）

１３：００ 開 会 式

１４：００ 回転競技スタート

１８日 ９：３０ 大回転競技スタート

１２：００ 表彰・閉会式
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東
京
地
方
本
部
は
、
一
一
月
一
一
日
に
国
会
周

辺
で
行
わ
れ
た
「
戦
争
さ
せ
な
い
・
九
条
壊
す
な
！

一
一.

一
一
総
が
か
り
国
会
包
囲
行
動
」（
主
催
・

戦
争
を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
・
解
釈
で

憲
法
九
条
を
壊
す
な
！
実
行
委
員
会
）
に
参
加
し
、

多
く
の
組
合
員
が
結
集
し
た
。

　
国
会
包
囲
行
動
は
、
国
会
正
門
、
首
相
官
邸
前
、

議
員
会
館
前
、
国
会
図
書
館
前
の
四
カ
所
に
分
か

れ
、
七
〇
〇
〇
人
が
包
囲
に
参
加
し
た
。
作
家
の

落
合
恵
子
さ
ん
、
佐
高
信
さ
ん
、
鎌
田
慧
さ
ん
や

社
民
党
、
民
主
党
、
共
産
党
の
国
会
議
員
な
ど
が
、

「
安
倍
政
権
の
自
滅
を
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、
国

民
の
力
で
退
陣
さ
せ
よ
う
」「
戦
争
は
最
大
の
人
権

侵
害
で
す
。
皆
さ
ん
と
連
帯
し
て
闘
い
抜
く
」「
民

主
主
義
の
か
け
ら
も
道
理
も
な
い
安
倍
政
権
を
破

綻
さ
せ
る
の
は
国
民
の
力
」
な
ど
次
々
と
ア
ピ
ー

ル
を
行
っ
た
。
ま
た
、
一
八
時
三
〇
分
と
二
〇
時

に
は
、
一
斉
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
挙
げ
、
戦

争
反
対
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
反
対
、
憲
法
改
悪

反
対
な
ど
を
訴
え
た
。

　
交
運
労
協
は
、
一
一
月
一
四
日
に
、
日
比
谷
公

会
堂
に
お
い
て
「
燃
油
費
高
騰
の
是
正
を
求
め
る

一
一
・
一
四
中
央
総
決
起
集
会
」
を
開
催
し
、
各
単

産
か
ら
約
一
〇
〇
〇
名
の
組
合
員
が
結
集
し
、
国

労
か
ら
は
中
央
本
部
を
は
じ
め
、
東
京
地
本
か
ら

も
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

　
最
近
の
燃
料
価
格
の
高
騰
は
、
交
通
運
輸
事
業

者
の
自
助
努
力
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
と
し
て
、

事
業
の
存
続
を
危
う
く
し
、
労
働
環
境
の
悪
化
を

も
た
ら
す
と
し
て
、
交
運
労
協
は
集
会
で
政
府
に

対
し
緊
急
対
策
を
強
く
要
求
し
た
。

　
来
賓
で
連
合
・
高
橋
副
事
務
局
長
、
社
民
党
・

吉
田
党
首
、
民
主
党
・
海
江
田
代
表
を
は
じ
め
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
日
本
バ
ス
協
会
、
政
策

推
進
議
員
懇
談
会
な
ど
、
政
労
使
の
様
々
な
方
が

発
言
し
、
交
通
運
輸
産
業
は
、
わ
が
国
の
基
幹
イ

ン
フ
ラ
で
あ
り
、
国
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
存

在
で
あ
る
事
を
訴
え
た
。

　
集
会
終
了
後
、
国
会
へ
向
け
た
デ
モ
行
進
に
移

り
、
衆
議
院
議
員
面
会
所
前
で
、
燃
油
費
高
騰
に

対
す
る
緊
急
対
策
を
求
め
る
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

　

鉄
道
退
職
者
の
会
全
国
連
合
会
は
、
一
一
月

二
一
日
に
参
議
院
議
員
会
館
に
お
い
て
、「
国
鉄

年
金
」
改
善
要
求
実
現
を
求
め
る
一
一
・
二
一
院

内
集
会
を
開
催
し
た
。

　

集
会
は
田
本
広
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
じ
ま

り
、
社
民
党
、
民
主
党
、
共
産
党
な
ど
の
各
政
党

の
ほ
か
、
国
労
本
部
か
ら
高
野
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
。

　

国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
の
年
金
は
、
戦
後
外
地
か
ら
の
引

揚
者
受
け
入
れ
な
ど
、
国
策
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

赤
字
を
口
実
に
、
高
い
掛
け
金
や
年
金
額
の
抑
制

が
強
い
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
一
九
五
六
年
以
前

の
在
職
者
は
一
〇
％
の
減
額
の
実
施
が
言
わ
れ
、

退
職
者
だ
け
で
な
く
、
現
在
Ｊ
Ｒ
で
働
く
労
働
者

も
安
心
し
て
働
け
る
年
金
制
度
の
確
立
が
求
め
ら

れ
る
。
集
会
は
、
改
善
要
求
実
現
へ
の
取
り
組
み

の
説
明
、
集
会
決
議
が
行
わ
れ
、
田
本
会
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集
会
は
終
了
し
た
。

東
日
本
本
部
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
か
れ
る

　
一
一
月
一
五
日
に
国
労
東
日
本
本
部
は
、
マ
ラ

ソ
ン
大
会
を
開
催
し
、
東
京
地
本
か
ら
も
多
く
の

組
合
員
が
参
加
し
た
。
来
年
一
月
に
は
東
京
地
本

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
開
催
さ
れ
る
の
で
、
み
な

さ
ん
の
奮
っ
て
の
参
加
と
、
熱
い
走
り
を
期
待
し

た
い
。東

京
参
加
者
上
位
五
名

三
位
　
鈴
木
博
文
　
蒲
田
駅
　
　
（
新
橋
支
部
）

五
位
　
佐
藤
駿
行
　
家
族
　
　
　
（
上
野
支
部
）

六
位
　
大
森
良
明
　
東
京
配
電
技
セ（
新
橋
支
部
）

七
位
　
高
橋
隆
治
　
隅
田
川
機
関
区（
上
野
支
部
）

八
位
　
蒲
生
　
傳
　
古
淵
駅   

（
神
奈
川
地
区
本
部
）


